大阪府


様式第１－１号
大阪府委託訓練事業企画提案書
平成　　年　　月　　日
大　阪　府　知　事　様
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住所　　大阪府大阪市・・・・・・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　機関(法人)名　　学校法人　△△△△△
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者職・氏名　　理事長　　○○　○○　　　　印
  大阪府が実施する次の委託訓練を受託したく企画提案書を提出します。
	１　訓練の種別

（いずれかに○を記入すること）
	（ ○ ）離職者等再就職訓練事業（知識等習得コース）
（　　）デュアルシステム訓練事業

	２　訓練科目番号
	Ｒ０１

	３　訓練科目名
	Ｗｅｂオペレーター科（３か月）

	４　訓練実施施設名
	○○○○専門学校

	５　定員（開講可能最少人数）
	３０名（９名）

※（　）内は、申込者数が定員の５割以下で開講可能な人数を記入すること。

	６　託児サービス提供の可否
	可　・　否　（可の場合、託児定員数　３　名）

 ※【託児付】以外の科目において、託児サービスを提供する場合に記入すること。

	７　開講可能開始月
　※　開講可能月に「○」を記載すること。
　※　同一月に同一の希望区分で複数の

　　コースを提案することはできません。
	月
	4
	5
	6
	7
	8
	9
	10
	11
	12
	1
	2
	3

	
	第一

希望
	
	
	○
	
	○
	
	
	
	
	
	
	

	
	第二

希望
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	８　職業訓練実施経費
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　円

（※様式第８－１号の合計（Ａ＋Ｂ）を記入すること）

	９　企画提案書添付書類
	別紙様式第２号から第11号及び任意様式のとおり


【「託児付科目の提案」及び「上記６で託児サービスの提供「可」とした場合」に記入】
	１　託児可能人数
	　　　名


	２　託児実施施設名
	（所在地：　　　　　　　　　　　　　　　　）

	３　託児サービス経費
	　　　　　　　　　　　　円

（※様式第８－２号の合計（Ａ＋Ｂ）を記入すること）


【デュアルシステム訓練 企業実習受入先及び所在市町村名】
	団体名・企業名
	所在市町村名

	
	


※訓練導入講習時の訪問先企業についても記入すること。
枠内に書き切れない場合は別紙に記入し添付すること。
仮受付時は空欄とし、仮受付後、


本受付日が確定したら入力。





例：6、8月の開講を希望する場合、第1希望欄にのみ○印を記入し、第2希望欄は空欄とすること。


※なお、訓練期間が3か月の科目で6、8月の開講を希望する場合は、6月開講の3か月目


と8月開講の1か月目が重複するため、1つの教室で提案することは不可。使用可能な教室が2つ以上あり、他の科目と訓練期間が重複しないことを確認した上で提案すること。





【託児付】科目は定員の１/２以上、【託児付】以外の科目で託児サービスの提供「可」として提案する場合は３人以上であること。





デュアルシステム訓練のみ記入。企業実習先が訓練導入講習の訪問企業（職場体験）先と同じ場合は、「訓練導入講習訪問先と同じ」と記す。実習先が多数ある場合は別紙参照と記し、この様式の次ページに「団体名・企業名」「所在市町村名」を記入した一覧を添付する。
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